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広
報
は
や
ま
8
月
号

葉
山
町
防
災
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

葉
山
町
防
災
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
大
規
模
地
震
の
発
生
に
伴
い
、
町
内
に
被

害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
想
定
し
た
総
合

防
災
訓
練（
避
難
所
宿
泊
体
験
）を
実
施
し
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
冷
静
な
行
動
を
可
能

と
す
る
た
め
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
訓
練
に
参
加
し
な
い
人
も
、
こ
の
機

会
に
家
庭
内
の
防
災
用
品
を
点
検
し
、
身
の

回
り
の
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
８
月
27
日（
土
）16
時
〜

　
　
　
　
　
28
日（
日
）８
時

場
所
　
長
柄
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体
育
館

対
象
　
長
柄
下
町
内
会
、
長
柄
町
内
会

　
葉
桜
自
治
会
、
イ
ト
ー
ピ
ア
葉
山
自
治
会

訓
練
内
容

・  

避
難
訓
練
　
長
柄
小
学
校
へ
の
避
難

・  

避
難
所
宿
泊
体
験

応
急
給
食
、
各
種
物
資
の
搬
送
及
び
配
布

等
（
長
柄
小
学
校
で
一
泊
）

・  

防
災
知
識
の
習
得
　
防
災
に
関
す
る
講
話

実
施
の
可
否

　
天
候
そ
の
他
の
状
況
を
考
慮
し
て
実
施
の

可
否
を
判
断
し
、
８
月
27
日（
土
）14
時
に
、

防
災
行
政
無
線
で
全
町
一
斉
に
放
送
し
ま

す
。

問
合
せ
　
総
務
課
　
☎
内
線
５
６
１

総
合
防
災
訓
練
の
実
施

　
町
で
は
、
災
害
時
要
援
護
者
を
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
災
害
時
要
援
護
者
リ

ス
ト
を
今
年
度
中
に
作
成
す
る
予
定
で
す
。

リ
ス
ト
の
作
成
に
向
け
て
、
対
象
者
選
定
基

準
、
対
象
者
抽
出
方
法
と
リ
ス
ト
活
用
方
法

等
を
協
議
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
各
町
内
会

の
皆
さ
ん
と
の
連
携
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
連
絡
が
き
た
時
に
は
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
災
害
時
要
援
護
者

　
必
要
な
情
報
を
迅
速
か
つ
的
確
に
把
握

し
、
災
害
か
ら
自
ら
を
守
る
た
め
に
安
全
な

場
所
に
避
難
す
る
な
ど
の
災
害
時
の
一
連
の

行
動
を
と
る
の
に
支
援
を
要
す
る
人
々
を
い

い
、
一
般
的
に
高
齢
者
、
障
害
者
、
外
国
人
、

乳
幼
児
及
び
妊
婦
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

問
合
せ
　
総
務
課
　
☎
内
線
５
６
１

災
害
時
要
援
護
者
リ
ス
ト
の

作
成

■
放
射
線
量
の
測
定

　
５
月
19
日
か
ら
、
町
消
防
本
部
庁
舎
に
お

い
て
、
空
気
中
に
お
け
る
放
射
線
量
を
毎
日

放
射
線
量
及
び
放
射
能
濃
度
の

測
定

　
県
で
は
、「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お

け
る
土
砂
災
害
対
策
区
域
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、
平
成
21
年
度
か
ら
土
砂

災
害
警
戒
区
域
（
急
傾
斜
地
の
崩
壊
）
の
基

礎
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
23
年

度
か
ら
は
「
土
石
流
・
地
滑
り
」
に
つ
い
て
、

基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
方
法
は
、

県
か
ら
委
託
さ
れ
た
調
査
員
が
、
原
則
、
道

路
上
か
ら
の
目
視
等
に
よ
り
地
形
等
を
確
認

し
ま
す
。
詳
細
な
時
期
等
に
つ
い
て
は
、
別

途
各
町
内
会
等
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
調
査
箇
所
・
調
査
時
期
（
予
定
）

①
長
柄
･
堀
内
･
一
色
･
下
山
口
（
一
部
）

　
平
成
23
年
10
月
下
旬
〜
24
年
3
月
中
旬

②
そ
の
他
の
地
域

　
平
成
24
年
7
月
以
降
に
予
定

※
土
砂
災
害
防
止
法
と
は

　
土
砂
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
を
守
る
た

め
、
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

区
域
を
明
ら
か
に
し
、
警
戒
避
難
体
制
の
整

備
や
一
定
の
行
為
に
対
す
る
制
限
を
し
ま

す
。

問
合
せ

県
横
須
賀
土
木
事
務
所

河
川
砂
防
課
☎
８
５
３
―
８
８
０
０ （
代
表
）

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

（
土
石
流
・
地
滑
り
）」
の
指
定

　
　
　
　に
伴
う
調
査
の
実
施

測
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
６
月
２
日
か
ら
、

葉
山
小
学
校
、
上
山
口
小
学
校
、
長
柄
小
学

校
、
一
色
小
学
校
、
葉
山
中
学
校
、
南
郷
中

学
校
、
葉
山
保
育
園
に
お
い
て
、
空
気
中
に

お
け
る
放
射
線
量
を
週
1
回
測
定
し
て
い
ま

す
。

■
放
射
能
濃
度
の
測
定

　
5
月
9
日
か
ら
、
県
は
森
戸
海
水
浴
場
、

一
色
海
水
浴
場
、
長
者
ヶ
崎
・
大
浜
海
水
浴

場
を
含
む
県
内
の
海
水
浴
場
に
お
け
る
海
水

を
採
取
し
、
放
射
能
濃
度
を
測
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
5
月
26
日
に
、
葉
山
浄
化
セ
ン

タ
ー
（
下
水
道
終
末
処
理
場
）
に
お
け
る
流

入
下
水
、
放
流
下
水
、
脱
水
汚
泥
を
採
取
し
、

放
射
能
濃
度
を
測
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

6
月
23
日
に
、
葉
山
小
学
校
、
上
山
口
小
学

校
、
長
柄
小
学
校
、
一
色
小
学
校
、
葉
山
中

学
校
、
南
郷
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
葉
山

保
育
園
園
庭
に
お
け
る
土
壌
を
採
取
し
、
放

射
能
濃
度
を
測
定
し
ま
し
た
。

　
7
月
20
日
現
在
、
い
ず
れ
の
測
定
結
果
も
、

人
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
さ
れ
る
数
値
に

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
「
重
要
な
お
知
ら
せ
ペ
ー
ジ

（
※
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
重
要
な
お
知
ら
せ
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tow
n.hayam

a.lg.jp/em
erge

ncy/em
ergency_view

.cgi 

問
合
せ
　
総
務
課
　
☎
内
線
５
６
１
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お
知
ら
せ

い
ざ
と
い
う
時
の
救
急
情
報
カ
ー
ド

　
か
か
り
つ
け
医
や
服
薬
内
容
な
ど
の
医
療

情
報
を
記
入
し
た
カ
ー
ド
「
救
急
情
報
カ
ー

ド
」
を
冷
蔵
庫
に
マ
グ
ネ
ッ
ト(

磁
石)

な

ど
で
貼
り
、
町
消
防
署
と
医
師
の
協
力
で
そ

の
情
報
を
救
急
医
療
に
活
用
し
ま
す
。

※

カ
ー
ド
に
記
載
す
る
医
療
情
報
は
、
い
つ

も
最
新
の
も
の
に
取
り
替
え
て
く
だ
さ

い
。
古
い
情
報
の
ま
ま
だ
と
、
適
切
な
処

置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
情
報

の
更
新
し
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
、
新
し
い

カ
ー
ド
が
必
要
な
人
は
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
健

康
増
進
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

救
急
情
報
カ
ー
ド
と
は

　
持
病
や
服
薬
等
の
医
療
情
報
を
確
認
す
る

こ
と
で
、
適
切
で
迅
速
な
処
置
が
で
き
る
こ

と
、
ま
た
緊
急
連
絡
先
の
把
握
に
よ
り
、
大

切
な
情
報
の
収
集
や
親
族
な
ど
の
早
期
の
連

絡
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

救
急
情
報
カ
ー
ド
の
効
果

　
か
け
つ
け
た
救
急
隊
員
が
す
ぐ
に
救
急
医

療
情
報
カ
ー
ド
を
探
し
出
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
の
最
適
な
場
所
が
冷
蔵
庫
で

す
。
ほ
と
ん
ど
の
お
宅
で
冷
蔵
庫
は
台
所
に

あ
る
の
で
、
カ
ー
ド
が
ど
こ
に
あ
る
か
す
ぐ

に
分
か
り
ま
す
。

問
合
せ

　
健
康
増
進
課
　
☎
内
線
2
1
1
〜
2
1
3

な
ぜ
冷
蔵
庫
に
貼
る
の
か
？

ここから切り取り活用してください

（うら）
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広
報
は
や
ま
8
月
号

旭
日
双
光
章

黒
﨑

　信
幸
さ
ん

　警
視
庁
に
四
十
三
年
間
勤
務
し
、
主
に
生

活
安
全
部
門
の
捜
査
に
従
事
し
、
首
都
東
京

の
治
安
維
持
に
た
ず
さ
わ
り
ま
し
た
。
ま
た

警
察
庁
の
関
東
管
区
警
察
局
に
二
年
間
出
向

し
、
関
東
甲
信
越
の
各
県
警
の
生
活
安
全
部

門
捜
査
の
指
導
連
絡
に
当
た
り
ま
し
た
。
警

視
庁
を
退
職
後
は
、
東
京
電
力
（
株
）
東
京

南
支
店
品
川
支
社
、
同
大
田
支
社
に
渉
外
担

当
課
長
と
し
て
五
年
間
東
電
社
員
と
と
も
に

勤
務
し
ま
し
た
。

　耳
が
聞
こ
え
な
い
と
い
う
だ
け
で
「
自
動

車
の
運
転
は
ダ
メ
」「
医
師
に
も
な
れ
な
い
」

…
…

聴
覚
障
害
者
は
ど
ん
な
に
努
力
し
て
も

法
律
の
欠
格
条
項
で
国
家
資
格
が
取
れ
な
い

状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
国
が
障
害
者
を

差
別
し
て
い
る
状
態
に
「
待
っ
た
！
」
を
か

け
、
欠
格
条
項
を
な
く
す
運
動
を
し
た
の
が

財
団
法
人
日
本
聾
唖
連
盟
で
す
。
そ
の
連
盟

で
手
話
通
訳
対
策
部
長
、
副
理
事
長
等
四
十

年
間
務
め
て
き
ま
し
た
。

　
　三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い
た
、
平
成
二
十
三
年
春
の
叙

勲
・
褒
章
が
六
月
十
五
日
に
発
表
さ
れ
、
葉
山
町
で
は
次
の
三
人
が
授
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

黄
綬
褒
章

瑞
宝
双
光
章

福
知

　武
さ
ん

栗
原

　達
郎
さ
ん

※

ご
本
人
の
希
望
に
よ
り
、
名
前
の
み
の
掲
載
で
す
。

ろ
う
あ

平
成
二
十
三
年

春
の
叙
勲
・
褒
章

ここから切り取り活用してください

（おもて）
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お
知
ら
せ

　
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
以
下
「
容

プ
ラ
」）と
は
、商
品
の「
容
器
」や「
包
装
」

と
し
て
使
用
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
こ

と
で
す
。
ご
み
に
占
め
る
容
器
包
装
類
の

割
合
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
か
ら
定
め
ら

れ
た
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
に
基

づ
き
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
的
と
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
を
し
て
い
ま
す
。

　
左
の
表
の
通
り
、
全
国
で
は
半
数
以
上

の
自
治
体
が
容
プ
ラ
の
分
別
収
集
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
神
奈
川
県
内
で
は
、
約
八

割
以
上
、
東
京
二
十
三
区
で
も
十
四
区
が

　
回
収
し
た
容
プ
ラ
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
一
時
保
管
し
た
後
に
、
町
の
委
託

を
受
け
た
中
間
処
理
事
業
者
が
異
物
の
選

別
を
し
ま
す
。（
写
真
a
）
そ
の
後
、
圧

縮
さ
れ
、「
公
益
財
団
法
人
日
本
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
」に
引
き
渡
し
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
な
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
る
か

は
、
毎
年
同
協
会
の
入
札
で
決
定
さ
れ
ま

す
。
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
や
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

を
選
別
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
原
料
に
す

る
リ
サ
イ
ク
ル
も
あ
り
ま
す
。

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
っ
て
？

分
別
し
た
容
プ
ラ
は
ど
う
な
る
の
？

　
容
プ
ラ
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
事
業
者
も

容
器
包
装
の
使
用
量
等
に
応
じ
て
費
用
を

負
担
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
や
バ
ケ
ツ
な
ど
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

で
あ
っ
て
も
容
器
包
装
で
は
な
い
も
の
を

容
プ
ラ
に
入
れ
ら
れ
な
い
の
は
こ
の
た
め

で
す
。（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
見
分
け
方

に
つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

事
業
者
も
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
を
負
担

　
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
引
き
渡
す
容
プ
ラ

は
、
毎
年
検
査
を
受
け
て
い
て
、
最
近
の

調
査
の
結
果
で
は
葉
山
町
は
最
高
ラ
ン
ク

の
「
A
A
A
」
で
し
た
。

　
し
か
し
、
中
間
処
理
の
段
階
で
は
依
然

と
し
て
多
量
の
異
物
混
入
が
見
ら
れ
ま

す
。（
写
真
ｂ
・ｃ
）
異
物
は
葉
山
町
へ
返

送
さ
れ
、
再
度
費
用
を
か
け
て
処
理
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
異
物
混
入
が
ひ
ど
い
状
態
が
続

く
と
、
同
協
会
か
ら
引
き
取
り
を
断
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
再
度
分
別
方
法
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
循
環
型
社
会
づ
く
り

の
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
　
環
境
課
　
☎
内
線
４
５
１

葉
山
の
容
プ
ラ
は 

い
い
？ 

悪
い
？

分
別
収
集
を
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
三
年
度
の
葉
山
町
の
容
プ
ラ

は
、①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
原
料
と
な
る
炭

化
水
素
油
②
鉄
を
つ
く
る
た
め
の
還
元
剤

（
酸
化
鉄
か
ら
酸
素
を
取
り
除
く
働
き
を

し
ま
す
）③
発
電
に
利
用
さ
れ
る
ガ
ス
、

と
い
う
３
つ
の
方
法
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

て
い
ま
す
。

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い
て
知
ろ
う
！

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。a.異物混入を手作業で取り除きます

b.カミソリ・スプレー缶などは絶対に入れ
　ないでください

c.カバンなどが入っていることも・・・

全国の自治体における
容プラの分別実施

全国の半数以上の自治体が実施。

県内では約8割！

東京23区でも14区が実施！

分けている
全　　　国
県　　　内
東京23区

925
28
14

822
5
9

分けていない
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